
水源林造成事業等における木材利用
水源林造成事業における丸太組工法による作業道作設

森林農地整備センター 森林業務部

森林農地整備センターでは、丸太組工法による崩れにくい作業道の整備に取り組んでいます。丸太を用いて路肩を強化す

ることにより、奥地の急峻な造林地から間伐材の搬出が可能になるとともに、木材の利用促進にも貢献することができます。

さらに、周辺の森林所有者と連携した路網の共同整備や、研修会等による技術の普及にも努めています。

路網整備の考え方

作業道（支線）

水源林造成事業は、水源かん養上重要な保安林のうち、無立木地などの機
能が低下している森林を急速かつ計画的に整備し、水源かん養機能の回復を
早期に図り、より高度に発揮させるための事業です。
この事業は、造林地所有者が土地を提供し、造林者が森林を造成し、森林

水源林造成事業のあらまし ［水源林造成事業地の林齢別面積］

○ 基幹作業道

全幅員４ｍ（地形の状況その他やむを得ない場合３．５ｍ）

作業道（幹線）

林道等 基幹作業道

41%63%割 合

育成林全体水造事業地

農地整備センター（以下「整備センター」という。）が費用の負担と技術の
指導を行うという仕組み（分収造林契約）で実施します。
この３者が共同して森林を造成する仕組みにより、整備センターが培って

きた長年の経験や技術力と、造林地所有者・造林者のそれぞれの役割を活か
し、植栽から保育・伐採に至まで一貫した体制で事業を行っています。

○急傾斜地(30度以上)の割合

［水源林造成事業地の特徴］

○ 作業道（幹線） 全幅員3m

○ 作業道（支線） 全幅員２m

今後増大する間伐材等の効率的な搬出のため、一定規模のトラック
が通行可能な規格・構造を有した基幹的な作業道

造林作業の能率の向上や林業労働者の就労条件の改善を図ることを
目的としたもので４輪自動車が通行可能なもの

幹線から分岐・延長し、幹線を補完するもので、４輪自動車が通行
可能なもの

41%63%割 合

20m/ha24m/ha計

5m/ha16m/ha作 業 道

15m/ha8m/ha林道・公道

民有林平均水造事業地

○路網密度 （平成20年度末現在）

丸太組工法による崩れにくい路網整備の取り組み 協定等による森林整備の推進

〈対象地〉
機能の低下した森林

〈植栽〉 〈保育〉 〈成林〉

①島根県 森林整備に関する覚書（島根県、近畿中国森林管理局、森林農地整備センター）

②北海道 積丹地域森林整備推進協定（積丹町、石狩森林管理署、森林農地整備センター）

③徳島県 菅生地域森林整備の推進に関する協定（徳島森林管理署、森林農地整備センター）

④香川県 勝浦・太刀野地域森林整備の推進に関する協定（香川森林管理事務所、森林農地整備センター）

⑤熊本県 九州地域における森林整備の推進に関する覚書

（日本製紙（株）、王子製紙（株）、王子木材緑化（株）、
住友林業（株）、九州横井林業（株）、九州森林管理局、

森林農地整備センター）

⑥兵庫県 美しい森林づくりに関する覚書

（兵庫県、近畿中国森林管理局、森林農地整備センター）

⑦和歌山県 美山地域森林整備推進協定

（和歌山森林管理署、森林農地整備センター）

⑧三重県 一ノ瀬地域森林整備推進協定

（三重県、度会町、一ノ瀬地域林業推進協議会、

最小限の幅でパイ
ロット道を作る

丸太組工法による崩れにくい路網整備の取り組み 協定等による森林整備の推進

（従来の積上工による施工例）

②

（ 重県、度会町、 瀬地域林業推進協議会、
いせしま森林組合、森林農地整備センター）

路肩側へ盛土し

道下に土留めの
構造物を組む

（従来 積 よる施 例）
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⑨京都府 由良川地域における森林共同施業団地の設定に関する協定

（京都府、(社)京都府森と緑の公社、京都大阪森林管理事務所、森林農地整備センター）

⑩岡山県 森林整備の推進に関する覚書

（岡山県、近畿中国森林管理局、おかやま森林整備公社、森林農地整備センター）

⑪広島県 平見山・鶉木山地域森林整備協定

（広島県、広島森林管理署、（財）広島県農林振興センター、森林農地整備センター）

⑫静岡県 ふじのくに静岡の森林・林業の再生に関する覚書

（静岡県、関東森林管理局、森林農地整備センター）

丸太組工法における木材使用量

路肩側へ盛土し、
十分に締固める

路肩に丸太を組み、
路面を補強する

（のり留工による施工例）

［積上工からのり留工への転換］

木材（丸太）使用量

メリット
①のり尻土留工により斜面を支え、耐久性を高める。
②地形に応じて柔軟な施工が可能。資材費が安価。

問い合わせ先： 森林農地整備センター 森林業務部 http://www.green.go.jp/

［民有林関係者も参加した研修会の実施状況］ ［施工の流れ］
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